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平成２５年度 施政方針平成２５年度 施政方針平成２５年度 施政方針平成２５年度 施政方針

平成２５年度の市政運営の基本方針並びに主要な施策について所信

を申し上げ、議員の皆様並びに市民の皆様のご理解とご協力をお願い

申し上げます。

昨年末、衆議院選挙による政権交代で、安倍内閣が発足しました。そ

の経済政策「アベノミクス」により、円安が進み、それに伴い株価の上昇

が続いている状況です。しかし、実経済、地方経済においては、まだま

だ景気回復を実感できるレベルではありません。

市内の各産業分野では、それぞれが存亡をかけて取り組みにあたっ

ている真っ最中です。危機感は今までになかったレベルに達していま

す。同時にこのような現状だからこそ、仙北市の果たすべき役割が見え

てきたとも言えます。社会トレンドを読み違えることなく、市民と情報を共

有し、また開示する姿勢を貫き２５年度の市政運営に全力をあげて取り

組みます。

◇第１章 政策の基本方針◇第１章 政策の基本方針◇第１章 政策の基本方針◇第１章 政策の基本方針

平成２５年度は、ＪＲデスティネーションキャンペーン、種苗交換会、国

民文化祭プレイベントなど、大規模なイベントが目白押しです。仙北市

にとって、交流人口を拡大し、冷え込んでいる経済活動の回復と好転の

弾みとなる絶好のチャンスです。全ての市民、地域全体で「ようこそ仙北

市へ」の気運を盛り上げ、受入体制を万全に市民総参加によるイベント

として関連事業に取り組みます。

一方、市民生活に密着した身近な施策は更に重要です。

市民生活の安定は、産業の振興と雇用の場の確保による強固な経済

基盤があってこそ成り立ちます。だからこそ市民所得の向上策は、第一

に取り組まなければならないものです。定住の循環という考えの基、市民

の所得を上げるための目玉として進めてきた６次産業の振興は、蒔いた

種が芽吹いていて、開花、収穫はそう遠くないと感じています。これを軸

に、農業、商工業の地場産業の振興を強力に進めていきます。それと同

時に、仙北市ブランドと好立地を売りにした、大規模肥育牛団地整備事



- 2 -

業など、独創性と将来性を併せ持つ新たな産業分野にも進出します。

福祉や医療、教育分野においても継続事業を充実させることに加え、

新規事業を取り入れるなど、ステップアップを図ります。中でも、子どもを

安心して産み育てられる環境づくりは、市の活力を興す子育て世代に

はとても大切です。在宅の子育てや保育園入所待機児童の家庭でも

サービスが受けられるよう手厚い制度を創設するほか、子どもたちの身

体を守る保健や医療でのサービスも強化します。

また、市民が常に安心感を持って快適に暮らせるまちづくりも着実に

進めます。水道未普及地域の解消に向け、八割地区の水道施設整備に

着手するほか、道路網、下水道の整備等、大規模なものから事細かなも

のまで広範囲に渡るインフラ整備を確実に進めます。災害対策では、農

地、林地等の排水対策事業や空き家を台帳で管理、巡回指導を行うな

ど、自然災害等を未然に防止することにより安全な市民生活を確保します。

今まで述べてきたものは、喫緊の課題解決に向けた基本的な考え方

と取り組みの一例です。このほかにも市民の意見、要望を踏まえた質の

高いサービスを提供します。

今年は、市長として任期締め括りの年です。時間はあと僅かですが、

残された期間、今まで以上に市民一人ひとりの声に耳を傾け、市民とと

もに歩むまちづくりを肝に銘じ、最大限の成果を出すため、市職員ととも

に一丸となって行政運営に取り組みます。

◇第２章 平成２５年度の重点事業と一般会計予算案の概要◇第２章 平成２５年度の重点事業と一般会計予算案の概要◇第２章 平成２５年度の重点事業と一般会計予算案の概要◇第２章 平成２５年度の重点事業と一般会計予算案の概要

及び財政見通し及び財政見通し及び財政見通し及び財政見通し

現状は、政権交代で国の平成２５年度予算編成が遅れていることや、

秋田県においても知事改選期のため骨格予算を基本とする予算編成を

行うなど、制度改正や政策予算などの詳細について、未だ不透明な部

分が多数あります。

しかし、市勢前進に向けた行動に一時の停滞も許されないことから、

国・県の動向を最注視し、経済対策に連動できる予算編成を行いました。

平成２５年度は、仙北市が次のステージに立つための重要な年度と捉

え、市内産業の育成と強化、市民生活の維持向上、地域の活性化の更
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なる推進など、重点的かつ積極的な予算配分を行いました。

平成２５年度一般会計当初予算の総額は、１８８億２，０００万円で、前

年度に比べ５億８，１００万円、率にして３．２％の増となっています。

歳入では、市税において、前年度を１億１，８４２万５千円上回る、

２５億５，３１１万２千円を計上しています。地方交付税は、９０億円を、臨

時財政対策債については７億４，０００万円を計上し、地方交付税と臨時

財政対策債の合計額は、前年度対比９，０００万円減の９７億４，０００万円

を計上しています。

財政調整基金繰入金については、前年度を１，９００万円下回る

７億６，５００万円を計上し、平成２５年度末の基金残高は、１６億３，７９２万

３千円を見込んでいます。

市債の発行については、引き続き「公債費負担適正化計画」の範囲

内に抑えることを基本に、計画額を２億４，９４０万円下回る１９億４０万円

とし、平成２５年度末の市債残高は、前年度を５億９，３６７万９千円下回

る２２４億９８９万７千円となる見込みで、また、基礎的財政収支（プライマ

リーバランス）についても、９億３，７１６万５千円の黒字となり、財政規律

の確保と公債費負担の縮減に努めています。

歳出の主な事業としては、岩瀬北野線整備、社会資本整備総合交付

金事業などの交通基盤整備事業や光ブロードバンド設備整備事業、住

宅リフォーム促進事業、農業夢プラン型戦略作目等生産基盤拡大事業

などの継続事業に加え、大規模肥育牛団地整備事業や農業基盤整備

促進事業などの産業の育成強化策、市民会館施設整備事業や角館駅

東西自由通路整備事業などの安全安心な地域環境の整備、また、仙北

組合総合病院改築事業費負担金、保育園入所待機児童等支援事業、

未熟児養育医療給付事業、障がい者タクシー利用券給付事業、人工透

析通院費支給事業などの医療・福祉政策、ＬＥＤ街灯ＥＳＣＯ事業や再

生可能エネルギー等導入事業などの環境・新エネルギー政策、また、大

規模プロジェクト事業である秋田県種苗交換会関連予算や国民文化祭

推進事業など、新規事業として、８３事業１２億７，６５５万円を計上してい

ます。

緊急雇用対策については、秋田県の補助事業に加え、仙北市の単独

事業として、６事業、１，８１０万９千円の予算を計上し、補助事業合わせ
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て、１９事業、６，４２２万６千円、３２人の雇用を見込んでいます。

特別会計予算については、１１会計合わせて、１１４億５，３２０万円を、

また、企業会計予算は、３会計合わせて、６６億４，８９２万７千円を計上

し、平成２５年度当初予算の全体額は、３６９億２，２１２万７千円で、前年

度に比べ、９億２，０８７万７千円、率にして２．６％の増となっています。

国は、平成２５年度予算において、「復興・防災対策」、「成長による富

の創出」、「暮らしの安心・地域活性化」の３分野に重点化するとの方針

に基づき、日本経済再生の実現に向けた取組に重点的な配分を行うと

しています。

また地方財政については、国の取組と歩調を合わせて、給与関係経

費などを始めとする地方財政計画の歳出を見直し、抑制を図るとともに、

安定的な財政運営に必要となる地方税、地方交付税等の一般財源の総

額を確保することとしています。

仙北市の歳入においても、地方交付税については、地方財政計画を

基に減額を見込んだところですが、民税や入湯税については、農業所

得の増や、震災に伴う影響からの持ち直しが見られ、また、市たばこ税

についても、税率配分の変更改正による増収が予想されることから、市

税全体での増額を見込んでいます。

一方歳出においては、公債費や人件費については減少に転じていま

すが、社会保障関係費やそれに伴う広域負担など、抑制困難な経費が

年々増加し、また、公債費についても、引き続き高い歳出割合で推移し

ています。

平成２８年度からの普通交付税の段階的削減期間を前に、国は地方

財政計画の見直しによる歳出抑制を図ることにしていて、一般財源の確

保がより一層厳しい状況になることが予想されます。今後も国や県の動

向を的確に把握し、施策に反映させ、「第２次行政改革大綱」に掲げた

事項を着実に実施し、なお一層の経費の削減を図り、より効率的・効果

的な財政運営に努めます。

なお、国の平成２５年度予算編成の遅れにより、当初予算に反映でき

なかった制度改正や政策予算、また、６月補正予算に計上される見込み

の秋田県の政策的予算については、その予算措置を踏まえ、平成２５年

度の補正予算で対応します。
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◇第３章 平成２５年度の各部等の事業の概要◇第３章 平成２５年度の各部等の事業の概要◇第３章 平成２５年度の各部等の事業の概要◇第３章 平成２５年度の各部等の事業の概要

【総務部】【総務部】【総務部】【総務部】

〔職員研修〕〔職員研修〕〔職員研修〕〔職員研修〕

職員の大量退職が続く中、多様化する市民ニーズに応え、効率的で

良質な行政サービスを市民の皆様に提供していくために、職員の資質

の向上を急速に進める必要に迫られています。

そのため、「仙北市人材育成基本方針」に基づき、市民対応の徹底は

もちろん、それぞれの職務の階層に応じた研修のほか、政策能力の向

上や専門的知識の取得等の研修に積極的に参加させ、職員一人ひとり

の能力向上を図り、市民の皆様に信頼される人材、積極的にまちづくりに参

加する人材の育成に努めます。

また、昨年、若手職員で構成する「あいさつ運動プロジェクトチーム」が作

成した接遇マニュアルの徹底により、職員の意識改革と資質向上に取り組む

ことにしています。

〔角館庁舎の移転整備について〕〔角館庁舎の移転整備について〕〔角館庁舎の移転整備について〕〔角館庁舎の移転整備について〕

施設老朽化による角館庁舎の移転整備については、昨年からいろい

ろな考え方を提示し、議論を進めているところですが、議会の皆様との

協議により一定の方向性が示されたのちに、市民への説明会やパブリッ

クコメントを予定しています。関連する経費については、補正予算に計

上し、平成２５年内の移転スケジュールを想定しています。

また、一体型庁舎の整備についても、平成２５年度中に具体的な議論

に取り組まなければならないと考えており、その前提として、職員の削減

や事務･事業の見直しを視野に入れた組織･機構の再編について、より

踏み込んだ検討案を取りまとめることにしています。

〔市税の収入見込み〕〔市税の収入見込み〕〔市税の収入見込み〕〔市税の収入見込み〕

市税の収入見込みについては、平成２４年度の実績や法改正による

影響、社会情勢等を勘案し一般会計の市税では前年度当初予算に対し

４．９％増で計上しています。

このうち個人・法人を合わせた市民税が、市内経済と雇用情勢等に不
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安定要素はあるものの、給与所得が比較的堅調なことや米価引上げに

よる農業所得の増等を考慮し１７．２％の増、固定資産税が、地価下落

等を見込み２．２％の減、市たばこ税が４月からの税率引上げによる増加

を見込み１２．８％の増、入湯税については、東日本大震災により激減し

た入湯客数がわずかながらも回復基調にあることに加え、今年予定され

ている大型観光キャンペーン等の開催による効果を見込み２０．４％の

増としています。

納税者を取り巻く経済情勢は依然として厳しく不透明ですが、秋田県

地方税滞納整理機構に引き続き職員を派遣し効率的な滞納整理を行う

とともに、納税しやすい環境整備の観点から口座振替の推進や夜間納税窓

口の設置に引き続き取り組むほか、徴収嘱託員を増員し収納率の向上に努

めます。

〔秋田内陸線の取り組み〕〔秋田内陸線の取り組み〕〔秋田内陸線の取り組み〕〔秋田内陸線の取り組み〕

平成２４年度までは四者合意の目標達成のため、経常損失２億円以

内に向けた取り組みを行ってきました。平成２５年度からは２億円以内は

当然のことですが、更なる損失削減に向けた新しいスタートとなり、これ

まで以上に改革を進めることとしています。

四者合意により県・北秋田市・仙北市における役割分担を明確化され

ます。両市において今後は２億円を内陸縦貫鉄道に補助し、県は安全

運航に必要な施設の改修のほか、両市への財政支援を行うこととしてい

ます。また、老朽化した施設の更新費を補助する地方自治体に対し、交

付税で支援する新しい国の制度が創設されます。この制度により、車両

やトンネルの更新ができる財源となることから、経営改善に向けた朗報と

受け止めています。

今後も県・北秋田市と連携し、内陸線への支援事業を効果的に展開

します。

〔地域公共交通の再構築に向けた取り組み〕〔地域公共交通の再構築に向けた取り組み〕〔地域公共交通の再構築に向けた取り組み〕〔地域公共交通の再構築に向けた取り組み〕

昨年１１月１日～１２月３０日までの２カ月間、市民バス・デマンド型乗

合タクシー全路線で休日運行の実証実験を行いました。
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休日の利用状況は、子どもの利用が少ないため利用者数は大きく減

るものの、曜日や運行時間を絞って検証した場合は平日に近い利用が

ありました。この結果を基に、今年度は平日よりも減便はしますが土曜日

と年末における運行を行うことにしました。

また、スマイルバス車両３台のうち、１台は使用を始めてから１２年が経

過し、車両全体に老朽化が見られます。児童や高齢者の利用も多いこと

から低床型バスへの更新を計画しています。

今後も、より地域住民に利便性の高い交通システムの構築に取り組み

ます。

〔再生可能エネルギー導入促進〕〔再生可能エネルギー導入促進〕〔再生可能エネルギー導入促進〕〔再生可能エネルギー導入促進〕

太陽光発電設備の設置に関しては、県内金融機関や地元企業と連携

し、地元企業による２メガワットを想定したメガソーラー発電の事業化を

進めます。

また小水力発電に関しては、産学官が連携し市内に設立された「奥羽

山系仙北平野水資源利用調査研究会」の取り組みで、小水力発電器が

既に設置されています。これを足がかりとして、可能性が高い他の地点

での実験や、安定発電・発電事業化に積極的に関わります。

〔光ブロードバンド通信網の整備について〕〔光ブロードバンド通信網の整備について〕〔光ブロードバンド通信網の整備について〕〔光ブロードバンド通信網の整備について〕

光ブロードバンド通信網の整備は、通信事業者と市の相互協力で

年次計画で基盤整備を促進しています。市全体では平成２４年度末で

約９７％の整備が終わる見込みです。残る地域のうち、市では平成２５年

度に西木町上桧木内地区の整備を、通信事業者が田沢湖潟地区の整備

を予定し、玉川地区は通信事業者が平成２５年度から準備を進めて平成２６

年度に整備を終える計画で、これにより市全域の整備が終わる予定です。

【市民生活部】【市民生活部】【市民生活部】【市民生活部】

〔市民窓口業務〕〔市民窓口業務〕〔市民窓口業務〕〔市民窓口業務〕

市民窓口業務については、市民の立場に立った親切で丁寧な窓口

サービスの実施と個人情報保護の管理徹底に努めます。
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〔子どもに対する医療費助成〕〔子どもに対する医療費助成〕〔子どもに対する医療費助成〕〔子どもに対する医療費助成〕

平成２４年８月から秋田県の施策を受けて拡充した小学生までの医療

費助成及び市単独事業として実施している中学生の入院医療費助成に

ついては、平成２５年度も助成を継続し、子どもの保健向上と子育て家

庭の経済的負担軽減を図ります。

〔後期高齢者医療〕〔後期高齢者医療〕〔後期高齢者医療〕〔後期高齢者医療〕

後期高齢者医療被保険者への支援については、人間ドック助成を引

き続き実施し、疾病予防や健康への意識向上に努めます。

〔国民健康保険事業〕〔国民健康保険事業〕〔国民健康保険事業〕〔国民健康保険事業〕

国民健康保険事業については、平成２３年に策定した「国民健康保険

事業運営安定化計画」に基づき、財政の健全化に向けた総合的な取り

組みを進めています。

また、国民健康保険税の賦課方式から、低所得者層の負担となって

いる資産割を平成２５年度から段階的に所得割に移行し、平成２７年度

より廃止する方向で検討を進めています。議会や国民健康保険運営協

議会の意見を伺い、６月定例会での条例改正を予定しています。

４０歳以上の国民健康保険の被保険者に対する特定健康診査等につ

いては、平成２５年度から２９年度までを計画期間とする第二期「特定健

康診査等実施計画」を策定し、受診率の向上と生活習慣病の予防に努

めます。また、被保険者の人間ドック助成事業については対象年齢を、

４０歳以上から３５歳まで引き下げ疾病の早期発見と健康の保持増進を

図ります。

〔交通・防犯対策〕〔交通・防犯対策〕〔交通・防犯対策〕〔交通・防犯対策〕

警察など関係機関や関係団体の協力を得て、多種多彩な啓もう啓発

活動を推進するほか、市の交通指導隊や防犯指導隊が関係機関や団

体と連携し、交通安全指導や巡回パトロール等を行い、安全安心な街づ

くりに努めます。

市内には、公設あるいは民設で数多くの街灯や防犯灯などが設置さ

れていますが、これら街灯等を「ＬＥＤ化」する事業に着手します。電気
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料やメンテナンス費用の低減が図られるほか、省エネルギーや二酸化炭

素排出量の削減などの効果を期待しています。

〔消費生活・環境衛生〕〔消費生活・環境衛生〕〔消費生活・環境衛生〕〔消費生活・環境衛生〕

市民が身近な場所で消費生活に関する相談ができ、また被害発生を

未然に防止できるよう相談窓口業務を充実します。また、墓地公園や斎

場などの施設を始め、地域の環境衛生が適正に保てるように努めます。

〔消防・防災〕〔消防・防災〕〔消防・防災〕〔消防・防災〕

東日本大震災を始め、ここ数年来、自然災害の発生が増えてきていま

す。秋田県地域防災計画の修正作業に合わせて、仙北市地域防災計

画の見直しを進めます。

また、少子高齢化などにより地域の消防、防災を担う消防団員の後継

者の確保が難しくなってきています。団員確保と士気高揚を図るために

消防団員の報酬など処遇を改善します。

昨年の火山砂防フォーラムでの生保内小学校児童（５年生）による研

究発表「ふるさとの山、私たちの秋田駒ケ岳」は、たいへん高い評価を受

けました。そこで、研究発表で提案のあった『火山防災ピクトグラム』を製

作し、防災啓発に試験的な活用を計画しています。

「空き家対策」では、昨年の１２月定例会で可決をいただいた補正予

算を基に定めた「危険老朽空き家対策支援事業」で、危険老朽空き家の

解体撤去を推進するほか、本年６月定例会への提案を予定する「空き家

条例（仮称）」のたたき台となる素案を、パブリックコメントを求める前の本

定例会の開会中にお示ししたいと準備を進めています。

〔災害廃棄物受入れ事業〕〔災害廃棄物受入れ事業〕〔災害廃棄物受入れ事業〕〔災害廃棄物受入れ事業〕

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物の受入れは、４月上旬から１２月

下旬の土日祝を除くおよそ１９１日間、量にして４，７５０ｔを想定しています。

受入れにあたっては、秋田県及び向生保内地区連絡協議会の皆様と

の連携で、交通安全と不燃系混合廃棄物の安全確保に努めるとともに、

各種測定結果は、市の広報やホームページに随時掲載し、広く市民の

皆様へ公開します。
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【福祉保健部】【福祉保健部】【福祉保健部】【福祉保健部】

〔障がい者福祉〕〔障がい者福祉〕〔障がい者福祉〕〔障がい者福祉〕

障がい者福祉の充実に向けた取り組みについては、「仙北市障がい

者計画・障がい福祉計画」に基づき、障がいのある方が自立した日常生

活を送ることができるよう、利用者の状況に応じた障がい福祉サービスや

地域生活支援事業などを実施し、必要な支援に努めます。

また、「人工透析通院費支給事業」は昨年１０月から実施し、本年度も

継続するとともに社会参加を促進する外出支援策として、「障がい者

（児）タクシー利用券給付事業」を新たに実施する予定です。

なお、「障害者自立支援法」がこの４月から「障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」に替わ

り、障がい者の定義に新たに難病等が加わることになります。

難病患者等で症状の変動などにより身体障害者手帳の取得ができな

いけれども一定の障がいのある方に対し、障がい福祉サービスが提供で

きるようになりました。

〔児童福祉・保育事業〕〔児童福祉・保育事業〕〔児童福祉・保育事業〕〔児童福祉・保育事業〕

「児童手当」や「すこやか子育て支援事業」などの経済的支援をはじ

め、保育園で取り組んでいる各種事業を継続するほか、引き続き子育て

サポーターの養成にも助成を継続し、田沢湖・西木地区にもボランティ

ア団体等による託児活動が行える体制づくりに努めます。

また、新たに在宅における子育てを支援するため「仙北市在宅子育て

サポート制度」の創設を計画しています。

保育事業については、待機（保留）児童対策として「保育園入所待機

児童等支援事業」を継続するほか、保育環境の向上に努めていきます。

以上の事業実施により、在宅の子育てや保育園入所待機児童の家庭

の方にも、サービスを受けられる環境を整えます。

さらに、放課後児童クラブについては、白樺児童会（生保内小）利用

施設の老朽化が心配されていました。この度、子ども達の安全・生活面

を考慮し、生保内小学校北側校舎一角の余裕教室２室をお借りして児

童会を実施することにしました。また、新たに子ども達の放課後の安全・
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安心な居場所づくりの推進を目的に、運営について協議いただく委員会

の設置を予定しています。

少子化対策の一つとしての出会い、結婚支援については、「あきた結

婚支援センター」や地域運営体、民間支援団体と連携を密にし、広報活

動等で意識啓発に取り組みます。

〔高齢者福祉〕〔高齢者福祉〕〔高齢者福祉〕〔高齢者福祉〕

第５期仙北市高齢者福祉計画が平成２４年度からスタートしています。

「安心して暮らせる環境づくり」の基本理念を踏まえ、高齢者が地域の中

で自立した生活を営むことができるよう、それぞれの生活を尊重しなが

ら、介護や支援が必要になっても安心して暮らすことのできる環境づくり

を推進します。

介護保険については、制度が社会的に定着化したこともあり、介護保

険サービスの利用者が過去３ヶ年間では年平均５％弱で増え続けてい

ます。高齢化が進む中、介護保険制度の持続に向けて、高齢者ができ

る限り要介護状態にならずに生き生きと自立して暮らせるよう支援し、

一層の介護予防を推進します。

また、介護予防の一環として運動器の機能向上、口腔機能の向上、

食生活改善の教室等の開催を計画していますが、開催にあたっては若

年からの予防が不可欠なことから、関係機関と連携を図りながら実施し

ていきます。

県の大仙・仙北医療圏地域医療連携計画では「いつでもどこでも受け

られる医療体制づくり」がテーマになっています。この重点事項の一つに

在宅医療が掲げられています。高齢化が進み在宅医療が必要な患者が増

加していることから、住み慣れた地域で安心して生活するため、また地域に

おける社会資源の一つとして大きな役割を担うのが訪問看護ステーション

です。圏域内の空白域となっている角館地域とその周辺の訪問看護ス

テーションは、仙北市訪問看護ステーション設置検討委員会で必要性を

確認していることから、平成２５年度において、県補助金を活用し民間事

業者により開設にこぎ着ける予定です。

仙北市は、この事業が継続できるよう、安定を図るために一定期間の

助成・支援をしていきたいと思います。
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〔保健事業〕〔保健事業〕〔保健事業〕〔保健事業〕

健康な仙北市民を育むことを目標に、運動や食生活などの保健指導

や各種検診、健康教育、健康相談などで市民の健康寿命の延伸を図ります。

特定健康診査では、受診率を向上させて、特定保健指導による生活

習慣病予防の充実に努めます。平成２５年度からは糖尿病予防教室に

血糖値検査を取り入れて、参加者の意識改善の向上を目指します。

各種がん検診では、受診勧奨に力を入れ、疾病の早期発見につなが

るように努力します。

自殺予防対策については、平成２５年度から臨床心理士による「心の

健康相談」の回数を増やし、また心の健康相談に対応できる人材育成に

力を注ぎます。

母子保健事業では、乳児健診、乳児相談、妊婦健診を通して母子の

健康づくりに努めます。平成２５年度からは「安心子育て応援事業」とし

て、ママパパ教室で沐浴や父親の妊婦疑似体験などを行い、母親、父

親が出産、子育てを安心して行えるように推進します。また、育児に不安

がある父親や母親に対して、育児の支援講座を実施します。

幼児の歯の健康づくりについては、当市の３歳児う蝕罹患率が全国平

均や県平均に比較して高いことから、１歳６カ月児の健診時に歯科指導

を強化します。

大仙 ・仙北医療圏の中核医療機関である仙北組合総合病院が平

成２６年３月に竣工予定で改築工事を進めています。この病院改築事業

に対して、医療圏域にある本市と大仙市、美郷町も事業費負担を行い、

高度で安全、安心な医療施設の整備を図ります。

【観光商工部】【観光商工部】【観光商工部】【観光商工部】

〔観光振興〕〔観光振興〕〔観光振興〕〔観光振興〕

平成２４年度は、大型観光バスの減少が示すように団体客の落ち込み

が顕著で、まだ震災の影響があるものと思われる一年でした。

また、玉川温泉雪崩事故を踏まえ、玉川温泉地区利用適正化連絡協

議会のワーキンググループでは、今冬季岩盤浴の再開に向け有識者を

交えて検討を行ってきましたが、雪崩の危険性があり再開を見送りまし
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た。玉川温泉では今冬季の観光客が例年の４割減と聞いています。来

年度は今冬に実施した気象データを基に、斜面の縦断地形図での雪崩

シミュレーション調査等を行い再開に向け準備を行うことにしています。

平成２５年度は、秋田新幹線、新型車両Ｅ６系「スーパーこまち」の運

行や、１０月１日から１２月３１日までのＪＲデスティネーションキャンペー

ンを絶好の機会と捉え、今までは主に首都圏などに出向き観光客誘致

を行ってきましたが、田沢湖・角館観光連盟、各観光協会と連携し、来て

いただいた観光客がリピータとなっていただけるよう、おもてなしや地元

食材を利用した料理の提供に特に取り組みます。この一環として、角館

駅前蔵や平福記念美術館など、お客様が立ち寄る可能性の高い公共

施設のうち、３４箇所のトイレをシャワー化する事業に着手します。

また話題となっている韓国ドラマ「アイリスⅡ」の撮影も終わり、韓国で

は２月１３日から毎週２回、１０週にわたり放映されることになっています。

市内では田沢湖駅、御座石神社、たつ子像でのロケを行っていること

から、前回同様アイリス効果が得られるようミュージアムで「アイリスⅡ」の

写真展示など内容を充実させ、受入態勢を整えます。

〔商工業の振興〕〔商工業の振興〕〔商工業の振興〕〔商工業の振興〕

商工業の振興対策については、市内企業・事業所の意欲ある取り組

みを積極的に支援し、ものづくりと賑わい創出を推進します。

新規事業として、商店街団体等が実施する活性化イベント等を支援

する「商店街賑わい支援事業補助金」、市内事業者の物産イベント参加

を支援する「市内産品等売込み支援事業補助金」を新たに設けます。既

存事業でも「商工業起業等応援事業補助金」の補助限度額を拡大し、

新規開業や業務拡張に伴う設備整備等の支援の充実を図ります。

また、商工会が実施する地域振興事業で、デスティネーションキャン

ペーンなど、本市で開催が予定されている大型イベントに照準を合わ

せ、「地域産品を活用した駅弁の開発事業」等が行われることになり、こ

れらの取り組みを重点的に支援します。

西木町工業団地で進められている夏イチゴ栽培事業は、現在、パ

イロット事業として進められています。今後の本格実施に向けたサポート

に努め、本市における６次産業化事業の着実な展開を目指します。
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樺細工の振興については、角館工芸指導所改修工事の第２期工事を

行うほか、昨年度開催し好評を博した「ＳＡＫＵＲＡクラフトコンペ」は、内

容充実のうえ実施することとし、樺細工の製品デザインを広く全国に募

集する一方、市内児童、生徒の積極的な参加を促し、将来の後継者の

芽を育んでいきたいと考えます。また、茶文化関連の特産品を有する全

国４市の連携交流事業「茶文化プロジェクト」の取り組みを具体的に進

め、各地のイベント開催時等において、互いの産品を互いに紹介しなが

ら販売するなど、「互産互消」による販路拡大を目指します。

〔雇用対策〕〔雇用対策〕〔雇用対策〕〔雇用対策〕

雇用対策については、継続が決まった国の「緊急雇用創出等臨時対

策基金事業」を引き続き活用するとともに、新たに市単独の雇用対策事

業も合わせて実施し、雇用の創出を図りながら、各種事業に必要な人材

の確保に努めます。

なお、平成２５年４月１日からの雇用開始にあたり、日程の都合上、広

報せんぼく３月１日号での募集を行う必要があります。事務手続きに関

するご理解をよろしくお願いします。

また、事業所の雇用拡大や新規学卒者を含む就労の支援にあたって

は、国・県をはじめとする関係機関との連携のもと、引き続き事業所に対

する雇用助成制度の情報提供等に努め、雇用の掘り起しにあたります。

従来制度を改めた「雇用創出助成金制度」では、助成対象となる被雇用

者の範囲を６０歳未満から６５歳未満に拡大し、高年齢者の雇用促進に

も取り組みます。

【農林部】【農林部】【農林部】【農林部】

〔総合産業研究所の取り組み〕〔総合産業研究所の取り組み〕〔総合産業研究所の取り組み〕〔総合産業研究所の取り組み〕

農林水産資源を活用し、多様な主体が連携した商品開発やサービス

の提供が行われています。特に「花豆」や「小麦」を原料とした商品開発

は、市内における個別の取り組みが広がりを見せています。

平成２５年度は、こうした取り組みが定着できるよう生産体制の構築を

図りながら、効果的なＰＲ活動やマッチング支援を強化します。
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特に、商談会への積極的な参加の機会を創出するため、自ら商談会

への参加を目指す市民を対象にセミナーを開催し、人材育成を図るほ

か、ミニマッチング商談会の開催など新たな販路開拓支援を行うこととし

ています。

さらに、外食産業や給食施設において需要が伸びている一次加工品

（カット野菜・冷凍食品）に対応するため、製造力の強化を図るための環

境づくりを行います。また最近になり、市に６次産業分野での企業進出

のお話しを複数受けていますが、これら一つひとつに丁寧に対応し、情

報の集積を進め、また庁内関係部局との連携の結束点的な役割も果た

したいと考えています。

〔農業者戸別所得補償制度への対応〕〔農業者戸別所得補償制度への対応〕〔農業者戸別所得補償制度への対応〕〔農業者戸別所得補償制度への対応〕

食料自給率の向上や農業の多面的機能の実現を目指し「農業者戸別

所得補償制度」が本格的に実施されて３年目を迎えました。基本的な考

え方は昨年同様ですが、政権交代等により名称等の変更が見込まれます。

本市の平成２５年産米の生産数量目標は１００トン増加の１６，６５８トン

で、作付面積換算値では、前年度より１２．６ヘクタール増加して２，９９６

ヘクタールとなり、転作率は０．３％減の３８．１％となっています。

今後、地域農業再生協議会の方針に基づき、生産数量目標の配分や

農業者戸別所得補償制度について農家への周知を図り、国・県・関係

農業団体とともに農家所得の向上に結びつく施策の展開に努めます。

なお１０アール当たりの転作作物の助成金単価は、ほぼ前年度並の内容

になっていますが、収量・品質により、作物によっては不確定な要素があ

ることから、国・県等の動向や全体の取り組み状況を勘案し検討します。

〔都市農村の交流促進・農村文化の再発見〕〔都市農村の交流促進・農村文化の再発見〕〔都市農村の交流促進・農村文化の再発見〕〔都市農村の交流促進・農村文化の再発見〕

平成２３年度に農山村体験デザイン室を設置し、グリーン・ツーリズム

と教育旅行受入れの一元化を図って推進強化に取り組んできました。こ

の間、恵まれた農山村資源の再構築や、環境教育プログラムの開発の

ほか、ソーシャルメディアの活用による情報発信力の強化を図っていま

す。その結果、平成２４年度はアメリカ、南太平洋諸国、そして台湾など

海外からの訪問、問い合わせ件数も増えています。
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平成２５年度は引き続き戦略的なＰＲを進めるとともに、台湾からの修

学旅行受入の拡大や、１０月からスタートするデスティネーションキャン

ペーンや秋田県種苗交換会などで本市を訪れる皆様に向け、グリーン・

ツーリズムという選択肢を明確に提示していけるよう、市内観光関係者は

もちろん、秋田県関係部局等ともより一層の連携を図り、本市の農山村

エリアにおける賑わい創出を目指します。

〔農業・農村支援策の充実〕〔農業・農村支援策の充実〕〔農業・農村支援策の充実〕〔農業・農村支援策の充実〕

秋田県では、農林漁業振興臨時対策基金を新たに創設し、１００億円

規模の基金造成を行い、「農林漁業競争力強化・躍進プラン」を策定、

平成２３年度から３カ年の予定で農林漁業の構造的な改革を加速する対

策を集中的に実施しています。

仙北市では、昨年に引き続き「農業夢プラン型戦略作目等生産基盤

拡大事業」として、夢プラン応援事業をはじめとする県単事業に市独自

の嵩上げ助成を行い、意欲的に作付拡大を目指す農家を支援します。

一方、市単独の「元気な仙北農業ステップアップ推進事業」等も好評

なことから１年延長し、さらに新たな担い手農家の育成に取り組み、仙北

市重点作目のブランド確立を目指し、これらの作付けに対し市独自で助

成を行い、農家所得の確保に最大努めます。また、「高冷地野菜等生産

団地モデル事業」「残留農薬対策事業」等生産拡大の推進を図ります。

このほか、「中山間地域等直接支払事業」、「農地・水保全管理支払

交付金事業」を引き続き各地区で実施し、農村の活性化や多面的機能

の維持に努めます。

また、国では力強い農業構造の実現に向け、「青年就農者の定着を

支援」「農地の利用集積を促進」「スーパーＬ資金の金利負担を軽減」を

目指していることから、昨年夏以来集落の話し合いを重ね、昨年末には

「仙北市 人・農地プラン」を作成し実践しています。今後も農地の流動

化が多く見込まれることから、運用にあたっては関係各方面のご協力を

いただくことになります。特段のご配慮をお願いします。

今秋、仙北市で初めての開催となる第１３６回秋田県種苗交換会が、

２月２０日のＪＡ秋田中央会の理事会で正式決定になりました。新年度は

さらに事務局体制を強化し、準備を加速します。
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〔畜産の振興〕〔畜産の振興〕〔畜産の振興〕〔畜産の振興〕

農畜連携を目的に、市内上萩ノ台地区に誘致を進めてきた大規模肉

用牛肥育団地については、地元集落の皆さんの特段のご配慮をいただ

き、現在、開設に向けて準備を進めています。今秋までには施設の整備

を終え、肥育素牛の搬入、飼育を迎える予定です。

また昨年度同様、家畜総合衛生防疫事業等により、伝染病の未然防

止に全力で努めます。安全な粗飼料の確保と自給率の向上を図るた

め、農業者戸別所得補償制度の耕畜連携助成事業を推進するほか、大

規模肥育団地への飼料供給等について畜産農家との調整も図ります。

昨年、長崎県で開催された全国和牛能力共進会で、秋田県の「義平

福」号の牛が全国２位を獲得したことから、優良な素牛確保に努めるほか、

高能力和牛育成のための施策を講し、農家所得の確保に努めます。

預託放牧の場として活用されている大覚野牧場について、増加傾向

にある放牧利用に対応するため、３カ年計画で県農業公社が事業主体

となり「草地林地一体的利用総合整備型事業」の草地整備が完了しまし

た。今後は本牧場の利用促進を図り、畜産振興に貢献していきます。

〔土地改良事業の推進〕〔土地改良事業の推進〕〔土地改良事業の推進〕〔土地改良事業の推進〕

県営事業については、若松堰頭首工の整備が計画より１年前倒しで３月

中に完成の予定です。小勝田頭首工については昨年に引き続き応分の

負担を行い事業の推進に努めます。また新たに老朽化が著しい西木町

宮田頭首工については基本設計費を盛り込み、整備に向けて準備を進

めます。

秋田県では、土地利用型転作作物の収量と品質の向上を図ることを

目的に、もみ殻補助暗きょなどを活用した農地の排水強化対策事業に

取り組んでいます。土地改良区や改良組合等から希望のある地区につ

いては順次整備に入ります。

西木町潟野十二峠地域における圃場整備事業は、事業実施に向け

た実施計画策定作業を進め、工事着手へ向けて準備を進めます。

一方、農地・農業用施設や地域環境の保全、地域コミュミティの活性

化を図る「農地・水保全管理支払交付金事業」の取り組みは２年目を迎

え、地域の保全管理に努めます。
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〔林業の振興〕〔林業の振興〕〔林業の振興〕〔林業の振興〕

秋田県の水と緑の森づくり税を活用し、「ふれあいの森整備支援事

業」に取り組み、田沢湖高原地区から乳頭温泉地区にかけての歩道整

備を実施します。今秋には延長約５．５㎞の整備を完成し、全線供用開

始ができる予定です。

都市住民と市民が森林作業を通じて交流を図る「緑の交流支援事業」

や、地域ボランティア団体とともに森林体験活動を行う「森を楽しむ体験

事業」は、今年度は角館地区での開催を予定しています。

林業専用道整備事業については、本年度も田沢湖地区の鹿ノ作線の

整備を進めるほか、森林整備加速化基金・林業専用道規格事業の西木

地区袖野と田沢湖地区院内を結ぶ路線については、県事業として今年

度から工事に着手します。

秋田スギの普及拡大を目的に、平成２２年から２４年までの３カ年実施

の「仙北市推奨乾燥材利用促進事業」助成制度は、木造住宅等の新築

・改築材として利用されていることから、１年延長しニーズに対応していく

こととしています。

治山事業では、国土交通省八幡平山系直轄砂防事業をはじめ、国有

林野治山事業及び県営治山事業等の実施に協力し、市民の生命・財産

を守り、安心・安全な生活基盤の強化に努めます。

懸念される秋田駒ケ岳の噴火による土石流等の災害を未然に防止するた

め、一昨年度から林野庁を主体とする治山施設機能強化事業を田沢湖スキ

ー場岩井沢周辺で実施しています。既に１基布設工事は完了し、２基目の

工事に着手する予定になっていて、最終的には４基布設される計画です。

また近年の山林荒廃に伴い、梅雨時及び融雪期での山腹からの土砂

流出被害が多発している状況です。そこで市単独の林地排水対策事業

を創設し、災害を未然に防止する対策を講じます。

〔木質バイオマス施設の稼動〕〔木質バイオマス施設の稼動〕〔木質バイオマス施設の稼動〕〔木質バイオマス施設の稼動〕

本施設の稼働による熱・電力は、厳冬期においてもほぼ安定した供給

を続けています。しかし購入電気料の大幅値上げ等により経営的には非

常に厳しい状況です。

今後とも本事業を通じ、森林資源の利用拡大を図り、地域の活性化と
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振興に寄与しながら、再生可能エネルギーへの取り組みを進めたいと思

います。

【建設部】【建設部】【建設部】【建設部】

〔道路整備〕〔道路整備〕〔道路整備〕〔道路整備〕

市道整備については、地域内交通システムを総合計画によって進め

ています。今後も地域からの要望を踏まえ、危険度や緊急性等を勘案

し、道路の安心安全対策を計画的に進めます。

国庫補助事業は社会資本整備総合交付金事業として、神代中央線・

栃木六本杉線・東田鎌川線道路改良工事、観光線道路舗装工事、角館

流雪溝導水路整備工事、繰越事業として堂野口流雪溝排水路整備工

事を実施します。また市単独事業として豪雪対策、過疎対策、辺地対

策、臨時地方道路整備事業により３２本の改良工事等を実施します。ま

た「安心・安全道路維持整備事業」、「市民参加型インフラ維持整備事

業」を引き続き実施します。

国道整備については、国道４６号角館バイパスの全線開通により、観

光シーズンの渋滞緩和や交通の円滑化が期待されます。今後は、卒田

地区から生保内間の早期事業化を強力に要望していきます。

国道１０５号については、桁沢地区及び草峠地区の用地測量・用地買

収が実施されます。県道整備は、改良が必要な箇所が多く、早期事業

化と着手を強く要望します。

〔八幡平直轄砂防事業〕〔八幡平直轄砂防事業〕〔八幡平直轄砂防事業〕〔八幡平直轄砂防事業〕

先達川第５、桧木内川第１、片倉沢第１、赤倉沢第２、水沢第３砂防施

設の事業が引き続き実施されます。また、新規事業として水沢第２砂防

施設、八幡平山系画像監視設備設置事業が着手となります。

〔田沢湖再生に向けた湖岸浸食対策事業〕〔田沢湖再生に向けた湖岸浸食対策事業〕〔田沢湖再生に向けた湖岸浸食対策事業〕〔田沢湖再生に向けた湖岸浸食対策事業〕

第３期広域基幹河川改修事業が本年度も引き続き実施されます。事

業実施により田沢湖が湖としての健康な姿を取り戻し、多様な魚類が生

息できる湖として再生できるよう、関係機関との連携を強化します。
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〔玉川河川改修及び改修関連事業〕〔玉川河川改修及び改修関連事業〕〔玉川河川改修及び改修関連事業〕〔玉川河川改修及び改修関連事業〕

広域基幹河川改修及び改修関連事業として進められていて、流量改

訂に伴う改修計画の調整と用地買収を実施しています。事業の早期着

手、早期完成に向けて引き続き事業推進を要望します。

〔仙北市住宅リフォーム促進事業〕〔仙北市住宅リフォーム促進事業〕〔仙北市住宅リフォーム促進事業〕〔仙北市住宅リフォーム促進事業〕

平成２２年度に「仙北市住宅リフォーム促進事業」を創設し、住宅リ

フォームに係る費用に対し一定の補助金を交付してきました。平成２５年度

は、秋田県のリフォーム補助の動向を見極め、補助率について再検討を

行い継続します。また、下水道接続率向上に向けて、接続工事費に対し

ても補助金の交付事業を継続します。

〔都市計画道路岩瀬北野線整備事業〕〔都市計画道路岩瀬北野線整備事業〕〔都市計画道路岩瀬北野線整備事業〕〔都市計画道路岩瀬北野線整備事業〕

都市計画道路岩瀬北野線は、主要幹線道路の国道４６号および国道

１０５号と市街地を結ぶ重要路線です。円滑な交通流動を確保するととも

に、周辺住民および観光客等の利便性の向上、また市立角館総合病院

へのアクセス道として重要な路線と認識しています。平成２５年度も引き

続き内川橋付近から横町橋付近の未完成区間４８７ｍについて、用地買

収および建物等移転補償を進めます。

〔生保内公園野球場改築事業〕〔生保内公園野球場改築事業〕〔生保内公園野球場改築事業〕〔生保内公園野球場改築事業〕

生保内公園野球場の改築については、旧田沢湖町時代からの懸案

事項でした。建設から３０年以上経過し、老朽化による破損や「屋外体

育施設ルール」の改正により安全性の確保が必要になったことから、

平成２３年度に改築更新設計を行い、今年度から改築工事に着手して

います。引き続き平成２５年度においても改修工事を進めます。

〔角館駅東西自由通路整備事業〕〔角館駅東西自由通路整備事業〕〔角館駅東西自由通路整備事業〕〔角館駅東西自由通路整備事業〕

仙北市総合計画では、「角館駅の利便性の向上と東西市街地の活性

化を図るため、東側からのアクセスを検討する」とあります。平成１６年度

から平成２０年度で、まちづくり交付金事業により角館駅東側の道路およ

び広場の整備を実施しました。これに引き続き、角館駅東西自由通路整備
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の実施に向け、ＪＲ秋田支社と協議、検討を続けてきました。平成２５年度

は、基本設計およびそれに関連する調査に着手します。

〔下水道事業〕〔下水道事業〕〔下水道事業〕〔下水道事業〕

平成２０年度に着手した田沢湖中生保内地区は、平成２５年度で完了

する見込みです。

また、平成２２年度に着手した角館荒屋敷地区についても、平成２５年度

で完了する見込みです。そこで平成２５年度から角館地区の事業認可区域を

拡大した小勝田滝ノ沢地区、及び菅沢地区の公共下水道整備を進めます。

平成２４年度から３ヶ年の計画で再構築事業に着手した田沢湖浄化セ

ンターは、前年度に引き続き機能低下した設備の更新、施設の耐震補

強工事等を実施し、安全性の確保と機能維持に努めます。

平成２４年度末の整備状況の見込みは、認可区域の整備率８２．９％、

水洗化率５７．１％となっています。水洗化の向上にあたっては、水洗化

資金融資あっせん制度、住宅リフォーム促進事業等の活用を図り、さら

に普及促進に努めます。

下水道等使用料は、平成２４年１１月の仙北市下水道使用料等検討

委員会の答申を受け、「市民負担の公平性の確保」と「下水道事業の健

全化の促進」を基本に検討を重ね、１０月分からの料金改定案を提出し

ていますので、ご審議をよろしくお願いします。

〔集落排水事業〕〔集落排水事業〕〔集落排水事業〕〔集落排水事業〕

集落排水事業については、加入率の低い地域について水洗化の各

種支援制度の活用を図り、引き続き加入促進に努めます。

また農業集落排水施設の中には、供用開始から２０年を迎える施設も

あり、老朽化が進んでいることから、平成２５年度から施設の機能診断調

査を進め適正な機能維持に取り組みます。

〔合併処理浄化槽事業〕〔合併処理浄化槽事業〕〔合併処理浄化槽事業〕〔合併処理浄化槽事業〕

公共下水道、集落排水事業等により整備が済んでいる区域以外の生

活排水処理については、循環型社会形成推進交付金を活用した市町

村設置型、個人設置型の合併処理浄化槽事業を推進します。
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【企業局】【企業局】【企業局】【企業局】

〔水道事業〕〔水道事業〕〔水道事業〕〔水道事業〕

平成２５年度は、雲然田中・八割地区について、角館地区上水道事業

変更認可に基づき、国庫補助事業として水道整備に着手します。

また、神代地区未普及地域解消事業は、前年に引き続き事業を展開

するとともに、未認可区域の水源確保のため水源調査を実施します。

中川地区の水道未普及対策については、水源調査を実施するととも

に、基本計画作成に向けて調査を行います。

水道料金の統一については、平成２２年度から仙北市水道運営審議

会で検討を重ね、同審議会からの答申を受け、昨年９月に議会全員協

議会でご説明したところです。その後、市内１０地区での事前住民説明

会を開催し、意見等や条例案ついて同審議会で検討をいただき、本定

例会に改正案を提出しています。旧町村が定めた料金体系を統一し、

地域間格差を無くした公平な料金体系を確立するものです。ご審議をよ

ろしくお願いします。

〔温泉事業〕〔温泉事業〕〔温泉事業〕〔温泉事業〕

主力源泉となっているカラ吹き２号源泉の代替井戸の確保と２号源泉

修復工事について、これまで関係者と協議を重ねてきました。代替井戸

については、希望する掘削選定箇所では同意を得られず、新たな掘削

箇所を選定するため今後調査を行います。２号源泉修復工事について

は、関係者からの同意を得るため、覚書を交わすことで調整中ですが、

今年度関係者が所有する既存源泉の周辺影響調査を実施し、事業の

早期着手を目指します。

【医療局】【医療局】【医療局】【医療局】

〔常勤医師の招聘対策〕〔常勤医師の招聘対策〕〔常勤医師の招聘対策〕〔常勤医師の招聘対策〕

昨年７月から派遣を受けている小児科の常勤医師について、平成２５

年度も引き続き派遣を受けることになりました。

診察日になると外来が混雑する、市立田沢湖病院の整形外科や市立

角館総合病院の総合診療科常勤医師の招聘に奔走しています。
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市民に安心・安全な医療を安定的かつ継続的に提供していくため、こ

れら診療科と恒常化している内科系常勤医師の招聘に向け、事業管理者・

医療局が中心となって、今まさに最大限の努力を傾注しています。

〔病院事業予算の概要〕〔病院事業予算の概要〕〔病院事業予算の概要〕〔病院事業予算の概要〕

今年は、市立田沢湖病院が現在地に移転新築し、１０年という節目の

年にあたります。これを機に地域社会振興財団の支援を受け、地域住民

との連帯事業で「たざわこ健康まつり２０１３」の実施を予定しています。

収益的収支では、外来患者数の減少に伴い、予算規模では若干の

縮減となりましたが、施設設備等の維持管理を適切に行うべく、所要の

経費を計上しています。

また資本的収支でも医療機器の整備が不可欠な現状から、優先度を

考慮し大腸ビデオスコープシステムほか３機種の整備を予定しています。

市立角館総合病院の収益的収支は、患者数の減少による収益の減少と、

職員数の減少に伴う職員給与費等の削減により費用が減少しています。

資本的収支では、新病院の建設改良費として用地購入費及び実施設

計委託料を予算計上しています。

なお、予算議案に関連し、地方公営企業法改正による資本剰余金の

処分について上程しましたので、ご審議をよろしくお願いします。

◇第４章 おわりに◇第４章 おわりに◇第４章 おわりに◇第４章 おわりに

以上、市政運営の基本方針と主要な施策の概要について申し上げま

した。常に「もう一歩前進・現状突破」という改革の意識を持ち、市民参

加による市民のための市政を目指し、職員と力を合わせ、仙北市の発展

に努めます。議員並びに市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

本定例会に提出している案件は、報告関係１件、契約締結関係１件、

条例関係２７件、予算関係３６件、その他３件、指定管理者関係１件、人

事案件４件の計７３件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決賜りますようお願いします。


